
第１回　幹事会　議事録

・日　時　２０２５年４月１６日（水）正午～午後１時００分
・場　所　Zoomミーティング
・出席幹事
　　幹事総数　　　　　　　　　８５名（定足数２９）
出席幹事の人数　　　　　　３７名
（委任状提出数　　　　　　４２通）
　
　上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので、本幹事会は適法に成立し、幹事長黒田愛は本幹事会の議長として、開会を宣し、直ちに議案の審議に入った。

【議事の内容】

１　今年度執行部及び幹事の紹介
今年度幹事長及び副幹事長がそれぞれ挨拶した。

２　オブザーバー出席者を認めることの承認【決議】
・幹事会に委員会副委員長、過去の役職者、弁護士会関係者などオブザーバー参加の必要がある場合が想定される旨、議長より説明がなされた。
・別段の異議なく、賛成多数でこれを可決した

３　入会の承認【決議】
　　・上杉　将文（６７期・弁護士法人梅ヶ枝中央法律事務所）
・谷口　真由（７７期・北大阪総合法律事務所）
・廣岡　諒音（７７期・金子・中・森本法律特許事務所）
の入会を承認することについて、別段の異議なく、賛成多数でこれを可決した。

４　年度中途入会につき正副幹事長会へ一任することの承認【決議】
・幹事会決議事項であるものの、月一の幹事会の承認を待っていてはタイムラグが生じることから正副幹事長会に一任いただきたい旨、議長より説明がなされた。
・年度中途入会希望会員の入会承認手続を正副幹事長会へ一任することについて、別段の異議なく、賛成多数でこれを可決した。

５　幹事会の日程決定【決議】　資料２
　今年度の幹事会の開催日程を、添付資料２のとおり決定することについて、別段の異議なく、賛成多数でこれを可決した。

６　幹事会ＭＬ設置の件
　今年度の幹事会の連絡用に例年通りメーリングリストを作成し、運用に供することについて、議長より説明がなされた。

７　大弁会務・日弁連理事会報告（河野豊副会長）　資料３
　　・森本執行部における第一弾会長声明（大阪高等裁判所の判決を受けて、同性の当事者による婚姻の速やかな法制化を求める会長声明）について報告があった。
　　・執行部企画（憲法週間記念シンポジウム、２０２５年５月２４日１３時３０分～１６時開催）について案内があった。
　　・大阪弁護士会館空調更新工事に係る議論状況について、要旨、当該工事費用が１５億４６００万円以上かかること、故障していないものも含め全てのエアコンを交換すること、室外機を全て同時に撤去すること、及び日建設計にコンサル依頼を継続すること等の必要性及び相当性について現在検討中である旨、報告があった。
　　　　【質疑応答】
　　　　Q　会員A：エアコンを全て新しいものに交換した場合、電気代は下がるか。下がるとして費用対効果はどうか。
　　　　A　副会長：未だ検討できていない。故障してから修理する案も考えられる。

　　　　Q　会員B：上記工事について、大林組以外の業者は対応できないのか。
　　　　A　副会長：現時点では不分明。エアコン交換工事をわざわざ大手ゼネコン会社に依頼する必要性及び相当性が本当にあるか、現在検討中である。

８　選考委員会（黒田愛委員長）
（1） 選考委員会の目的、任務、構成、任期の紹介
・大阪弁護士会の会長、副会長、その他役職者を推薦する会議体。
・投票で選ばれる委員、正副幹事長、及び幹事会から推薦される委員で構成される。
・幹事会から１３名の委員を選考委員として選出する必要がある。
（２）幹事会から選出される委員の選任【決議】　資料４
　　　・幹事会から選出される選考委員１３名を、添付資料４のとおりとする提案がなされた。
・選挙で選ばれた選考委員を踏まえ、選考委員がいない期、若手やベテラン、男女比のバランス等を考慮して選出した旨、選考委員長は説明した。
　　・別段の異議なく、賛成多数でこれを可決した。
（３）選考委員会の候補日
・令和６年５月２７日１３時～
· 　 同年７月１５日１３時～（意見を聞く会）
· 　 同年８月２０日１３時～
・令和７年２月１８日１３時～

９　各委員会等からの活動報告／政策、広報、研修、親睦、若手会
（1） 政策委員会（中森俊久委員長）　資料５
・第１回会議は４月３日開催、参加者は資料５記載のとおり。
・年度内に３回のシンポジウムを予定。
・第１回企画のテーマは外国人労働者問題。講師として京都大学の安里和晃准教授
をお招きし、当該問題の当事者として三木幸美氏にも登壇いただく予定。
・第２回企画は１０月１７日（金）開催予定（仮）。テーマは検討中（憲法２１条
とSNS関係か、法律相談センターと法テラスか、若手意見等も踏まえて検討中
・政策誌の発行に関し、委員長及び議長は、要旨、春秋会では２０１１年ころまで政策誌を毎年発行していたこと、その後諸事情により発行が中断されるに至ったこと、発行を再開するにあたりテーマ、媒体等、今の時代に相応しいものを相応しい方法で発行する必要性があること等について説明及び意見を述べた。

（２）広報委員会（柳勝久委員長）　資料６
　　　・第１回会議は４月１１日に開催。
　　　・会報（秋号）について、例年どおり９月総会前に完成予定。掲載記事は、１０周年及び４０周年会員の挨拶、新人会員の挨拶及び紹介、奄美取材旅行記事、政策委員会企画等を予定している。
　　　・ニュースレターについて、従前は１カ月に１回発刊してきたが、今年度から２カ月に１回の発刊となった。きずな育英基金（ひとり親の支援基金）にかかる連載記事（執筆者　山田庸男会員）も掲載予定。
　　　・HPの更新について、更新の便宜やセキュリティ対策等のニーズ及び費用等を検討して進めて行く予定。

（３）研修委員会（松本智子委員長）　資料７
　・第１回会議は４月１４日の正午から開催。
　・６月４日（水）１８時～、ビジネスマナー研修を予定（若手会共催）。
　・それ以降、トータル４、５回くらいは研修を実施予定。
・若手が知りたい法律実務研修の開催も検討している。
　
（４）親睦委員会（田村瞳委員長）　資料８
　　　・第１回会議は４月７日に開催。
・新人歓迎会について、５月２７日（火）１９時～、場所はラグナヴェール大阪で開催予定。
　　・新人歓迎旅行について、新人登録時期との関係で１０月ころを予定。場所は九州を中心に検討中。
　　　・その他企画についても、詳細定まり次第告知する。

（５）若手会（世話役代表　中原大雄会員）　資料９
　　　・世話役について７６期から６９期まで、各期世話役１人（合計９名）が決定し、顔合わせを済ませた。
・「若手会じゃないとできないことを行う」方針。
・若手会公式ＬＩＮＥアカウントを作成し、既に５０名程度の若手会員に参加いただいている（集客対策）。
・若手会での新人歓迎会（親睦委員会と共催）を４月２５日（金）に予定。
・独自企画として、リーガルテック企業と共催するＬｅｇａｌｓｃａｐｅ研修を６月２０日（金）に開催予定。
・その他若手会恒例企画（研修委員会との共催のビジネスマナー研修、浦会員の破産研修、若手会対抗ゴルフ等）も開催予定。

１０　今年度幹事の紹介
出席した幹事がそれぞれ挨拶を述べた。

　　　　以　　上
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